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文教生活常任委員会資料 

市民交流部 市民協働推進課 

議案第９９号 

公の施設（宝塚市立共同利用施設売布会館）の指定管理者の指定について 

 

資料１  宝塚市立共同利用施設売布会館の指定管理者の候補者選定について（答申） 

資料２  採点結果表【答申別紙】 

資料３  宝塚市立共同利用施設条例（抜粋） 
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 令和３年（２０２１年）８月２日 

 

 宝塚市長 山 﨑 晴 恵 様 

 

                  宝塚市立共同利用施設等指定管理者選定委員会 

委員長 野 崎 隆 一 

 

宝塚市立共同利用施設売布会館の指定管理者の候補者選定について（答申） 

 

 令和３年（２０２１年）６月２３日付宝塚市諮問第１６号で諮問のありました標記のこ

とについて、指定管理者の候補者を選定しましたので、下記のとおり答申します。 

 

記 

 

１ 選定内容 

 （１）選定の目的 

宝塚市立共同利用施設売布会館については、昨年６月の募集時に２団体（売布北自

治会、売布小学校区まちづくり協議会）の応募があり、当委員会で両団体から提出さ

れた応募書類やプレゼンテーション審査の結果、売布小学校区まちづくり協議会を指

定管理者の候補者に選定したものの、市議会の議決を得ることができず、本年４月か

ら市が直営管理しています。このため、改めて令和４年度（２０２２年度）から令和

７年度（２０２５年度）までの４年間における当該施設の指定管理者として適当な候

補者を応募者のうちから選定します。 

 

 （２）選定する施設 

   市民交流部市民協働推進課が所管する下記の３２施設のうち、共同利用施設売布会

館を除く３１施設については、昨年度の当委員会での選定結果どおり、市議会の議決
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を経て指定管理者を指定し、令和３年４月１日から５年間、当該施設を指定管理して

いただいています。 

   そのため、今年度の選定については、共同利用施設売布会館の１施設のみです。 

 

   市民交流部市民協働推進課が所管する３２施設 

ア 中山台コミュニティセンター 

イ 地域利用施設  ６施設 

    （美座会館・光明会館・雲雀丘倶楽部・南口会館・御殿山会館・高松会館） 

   ウ 末成集会所 

エ 共同利用施設 ２４施設 

    （長尾南会館・安倉会館・小浜会館・福井会館・小林会館・鹿塩会館・中筋会館・

高司会館・中山寺会館・美幸会館・山本台会館・売布会館・川面会館・松ガ丘会

館・泉町会館・旭町会館・仁川会館・伊孑志会館・御所の前会館・米谷会館・亀

井会館・安倉西会館・山本野里会館・山本会館） 

 

(３) 応募対象者の選定方針 

    昨年度の経過や、本年４月以降、市へ今後の指定管理に関する照会や相談等がな

い状況も踏まえ、公募によることなく（非公募で）、昨年度の応募状況を参考に２者

（売布北自治会及び売布小学校区まちづくり協議会）を指名することとしました。 

 

(４) 応募の状況 

上記の選定方針に基づき申請を募ったところ、売布小学校区まちづくり協議会か

ら応募がありました。 

 

２ 審議内容 

（１）選定委員会委員 

委員長      野崎 隆一（特定非営利活動法人神戸まちづくり研究所) 
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委員長職務代理  山本 信也（宝塚市社会福祉協議会） 

委 員      小西 浩之（税理士） 

委 員      足立 典子（特定非営利活動法人放課後遊ぼう会） 

委 員      岩﨑 美和（市民公募委員） 

（２）選定経緯 

ア 第１回選定委員会  令和３年６月２３日 

（募集要項・業務の概要、選定基準の決定） 

イ 指定管理者募集   令和３年７月１日～令和３年７月２１日 

ウ 第２回選定委員会  令和３年７月３１日 

（書類審査及び応募者への質問の実施） 

   エ 第３回選定委員会   令和３年８月２日 

               （候補者決定及び答申案の作成） 

（３）評価方法 

評価項目（６項目）と配点（１１０点満点）を設定し、応募者から提出された申請

書類の審査や、応募者への質問を実施し、各評価項目を５段階で評価しました。 

選定に際しては、委員５名の評価点を合計して５５０点満点とし、３３０点（６

０．０％）を最低必要点と定めて審議しました。 

 

３ 選定結果 

 （１）選定結果 

各委員の評価点に基づいて、委員会で意見交換を行った結果、売布小学校区まちづ

くり協議会を指定管理者の候補者として選定することが適当であると委員全員一致で

決定しました。 

（２）選定理由 

別紙のとおり、必要最低点である３３０点を上回っており、指定管理者の候補者と

して選定することが適当であると判断しました。 
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４ 付帯意見 

  当該団体を指定管理者の候補者として選定するにあたり、本委員会としては特に以下

の点について十分な理解と配慮を求め、申請内容を誠実かつ確実に履行するよう努めら

れることを望みます。 

（１）運営に向け設置される運営委員会については、運営経験のある前指定管理者への

協力の依頼や相談などを丁寧に行うとともに、まちづくり協議会の特性を生かした、

まちづくり協議会全体での運営に取組み、地域住民への PRにも努めてください。 

また、事業計画書にもあるとおり、まちづくり協議会における運営委員会の組織と

しての位置づけを明確にするとともに、会計の独立の確保と、経費削減に取り組んで

ください。 

（２）運営にあたっては、利用者団体の意向も反映される仕組みづくりとともに、施設を

活用した自主企画にも取り組んでください。 

 



Ａ
委
員

Ｂ
委
員

Ｃ
委
員

Ｄ
委
員

Ｅ
委
員

平
均

設
置
目
的
が
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

1
0

5
0

4
0

8
8

8
8

8
8
.
0

利
用
対
象
者
の
平
等
な
利
用
を
確
保
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と

1
0

5
0

3
8

8
8

8
8

6
7
.
6

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
実
現
す
る
具
体
的
な
提
案
（
計
画
）

は
あ
る
か

1
0

5
0

3
2

6
6

6
8

6
6
.
4

利
用
者
か
ら
の
要
望
（
苦
情
）
の
把
握
と
そ
の
解
決
策

（
実
現
方
策
）
を
持
っ
て
い
る
か

1
0

5
0

3
2

6
6

6
8

6
6
.
4

経
費
縮
減
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
が
あ
る
か

1
0

5
0

2
8

6
4

6
8

4
5
.
6

適
正
な
収
支
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
か

1
0

5
0

3
2

6
6

6
8

6
6
.
4

施
設
の
運
営
に
必
要
な
専
門
知
識
を
持
っ
て
い
る
か

5
2
5

1
3

3
2

3
3

2
2
.
6

事
業
内
容
に
適
し
た
人
員
及
び
備
品
・
設
備
等
の
配
置

計
画
と
な
っ
て
い
る
か

5
2
5

1
4

3
2

3
3

3
2
.
8

候
補
者
の
経
営
状
況
（
財
務
基
盤
）
が
安
定
し
て
い
る

か
5

2
5

1
5

4
2

3
3

3
3
.
0

個
人
情
報
の
保
護
・
管
理
に
関
す
る
対
策
が
十
分
か

5
2
5

1
6

3
3

3
4

3
3
.
2

当
該
施
設
又
は
類
似
施
設
の
適
正
な
管
理
運
営
実
績
が

あ
る
か

5
2
5

1
2

2
2

3
2

3
2
.
4

災
害
そ
の
他
緊
急
時
の
危
機
管
理
体
制
が
確
立
さ
れ
て

い
る
か

1
0

5
0

3
4

6
6

8
8

6
6
.
8

施
設
の
維
持
管
理
の
範
囲
が
適
正
で
そ
の
体
制
が
明
確

に
さ
れ
、
安
全
・
安
心
な
施
設
管
理
が
で
き
る
か

5
2
5

1
7

4
3

4
3

3
3
.
4

特
殊
性

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
の
活
性
化
の
推
進
に
貢

献
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
か

1
0

5
0

4
6

1
0

1
0

8
1
0

8
9
.
2

1
1
0

5
5
0

3
6
9

7
5

6
8

7
5

8
4

6
7

7
3
.
8

6
7
.
1
%

資料２

管
理

（
維
持
）

能
力

計

得
点
率

6

宝
塚
市
立
共
同
利
用
施
設
等
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
　
採
点
結
果
表
（
共
同
利
用
施
設
　
売
布
会
館
）

評
価
・
採
点
項
目

配
点

配
点

合
計

売
布
小
学
校
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

評
価

公
平
性

効
果
性

効
率
性

管
理

（
運
営
）

能
力



資料３ 

7 

 

 

○宝塚市立共同利用施設条例（抜粋） 

 (指定管理者の指定) 

第17条 市長は、指定管理者を指定しようとするときは、公募によることなく、共同利用
施設の管理を行わせるに最適な法人その他の団体であると認めるものを候補者として選

定し、指定管理者に指定するものとする。 

2 指定管理者の指定を受けようとする者は、申請書に共同利用施設の管理に係る業務に
関する事業計画書その他の規則で定める書類(以下「事業計画書等」という。)を添付し

て市長に提出しなければならない。 

3 市長は、第1項の規定による候補者の選定に当たっては、次に掲げる事項を基準として、

前項の規定により指定の申請を行ったものを総合的に審査するものとする。 

(1) 利用対象者の平等な利用を確保できるものであること。 

(2) 事業計画書等の内容が共同利用施設の効用を最大限に発揮するとともに、管理経費
の縮減が図られるものであること。 

(3) 共同利用施設の管理を安定して行う能力を有していること。 

 


